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１ 件 名
平成２２年度 山口県立大学 サテライトカレッジ参加者募集について

２ 内 容

Ｎ 件 名 概 要 ①期間 ②会場
０ ③受講料

④申込方法等

山陽小野田サテライトカレッジ 幼児期の子どもの発達課題や子育 ①平成22年8月21日（土）
ての課題をテーマにしながら、子ど ～ 9月 4日（土）１
もの育ちを支える親の役割について 全３回「一緒に子育てを考えてみよう」
学びます。また、育児不安のメカニ ②山陽総合事務所保健セン

集団指導室ズムやその対処法、子どもとの向き ター
合い方についても理解し、共有し、 ③1,000円
子育てに生かしていけるよう、一緒 ④別添チラシのとおり
に考えていきます。

①平成22年9月 4日（土）・柳井サテライトカレッジ 異文化を理解し、異文化にふ
～10月23日 (土)２ れ、異文化への扉を開いていくこ
全５回「ふれあう異文化、つながる世界」 とを目的とします。

②柳井市文化福祉会館韓国・フィンランド・中国等の
③1,500円歴史や文化の違いを理解し、これ
④別添チラシのとおりから世界の中で日本は、また、私

たちは、どのような見方をし、ど
のようにつないでいったらよいの
か、学んでいきます。

３ 申し込み・問合せ先

山口県立大学附属地域共生センター
「生涯学習部門」
〒753-8502 山口市桜畠３丁目２－１

TEL/FAX (083)928-349



※託児室を用意します。（１歳～未就園児：要予約）

【期  間】 8月21日 (土 ) ・28日 ( 土 )・9月4日 (土 )【全３回】
【時  間】 10:00～ 11:30
【会  場】 山陽総合事務所　保健センター（集団指導室）

日　時 講　座　内　容 講　師

1 8 月
21 日㈯

「子育てを通してはぐくむもの」
幼児期の子どもの発達課題や子育ての課題をテーマにしな
がら、子どもの育ちを支える親の役割についてお話ししま
す。子育て中の工夫や知恵について具体的に紹介し、日々
の育児の積み重ねの大切さを再考します。受講生のみなさ
ん自身の子育てを通してはぐくまれている気持ちを共有で
きるような時間にしたいと思います。

山口県立大学
社会福祉学部
准教授

藤田　久美

2 8 月
28 日㈯

「育児不安のメカニズムと対処法」
人は、想定外のことがおこった場合に不安を感じてしまい
ます。子育てでは想定外のことや、これまで経験したこと
のない出来事がしばしば起こります。育児における不安が
おこるメカニズムとその対処法を一緒に考えてみたいと思
います。

山口県立大学
看護栄養学部
准教授

木戸　久美子

3 9 月
4日㈯

「子どもの気になるところとどう向き合うか」
親からみると子どもには気になるところがたくさんありま
す。どこが気になるのか、なぜ気になるのかを明らかにし
ていきながら、子どもとの向き合い方を一緒に考えてみた
いと思います。

山口県立大学大学院
健康福祉学研究科
山口県立大学
看護栄養学部
教授　

林　隆

【 主 催 】 山口県立大学
【 共 催 】 山陽小野田市教育委員会
【 受 講 料 】 1,000 円

※初回受講時にお支払いください。
【 定 員 】 40人程度
【申込期限】 ８月４日（水）
【申込方法】 名前、住所、電話番号を明記の上、

はがき、ファックスまたは E-mail で
申し込んでください。電話でも受け付けます。

【 申 込 先 】
【問い合せ先】

〒 756-8601
　山陽小野田市教育委員会社会教育課
電話）0836-82-1203　Fax）0836-84-8691　E-mail) shakyo@city.sanyo-onoda.lg.jp

「一緒に子育てを考えてみよう !!」
平成 22年度 山口県立大学

山陽小野田市サテライトカレッジ



平成 22 年度 山口県立大学 柳井サテライトカレッジ 
 

 
 
 
 
 
 

平成 22 年9 月4 日（土）～10 月23 日（土） 13：30～15：00 （全 5 回）

柳井市文化福祉会館          山口県立大学の講師陣による講座です 

回 日 時 テーマおよび講座内容 講 師 

1 
9 月 4 日（土） 

13：30～15：00 

韓国の「アジュンマ」と日本の「オバサン」 

あなたは「オバサン」という呼び方に抵抗を感じますか。「オバサン」

の何が問題なのでしょうか。年齢秩序が重んじられている韓国では、

中高年女性の社会的地位はどうでしょう。「所変わればオバサンも変

わる?!」となるのか、一緒に考えてみませんか？ 

国際文化学部准教授 

金 恵媛 

2 
9 月 18 日（土） 
13：30～15：00 

どう見たい？どう見せたい？どう見られたい？ 

世界の中で日本はどのように見られていたのでしょうか。また、どの

ように世界を見ていたのでしょうか。「自分を客観的に見ることがで

きる」と言い切った政治家もいましたが、自分を見ていくことは簡単

ではありません。異文化へ自分を見せる、異文化から見られることに

ついて考えたいと思います。 

国際文化学部教授 

井竿 富雄 

3 
10 月 2 日（土） 
13：30～15：00 

世界のニュースを比較してみよう 

ニュースが国によって地域によって異なることをご存知ですか。その

ような違いがなぜ起こるのかを一緒に考えてみることで、異文化社会

への扉を開いてみましょう。 

国際文化学部准教授 

吉本 秀子 

4 
10 月 9 日（土） 
13：30～15：00 

豊かな暮らしを育むフィンランドデザイン 

フィンランドデザインの多くはタイムレスデザイン。使っているうち

に愛着が沸き、価値が向上するという持続性があるデザインです。ゆ

ったりと時が流れるフィンランドの豊かな暮らしを演出しています。 

国際文化学部教授 

井生 文隆 

5 
10 月 23 日（土） 
13：30～15：00 

詩人たちの描いた異国―中国唐代辺塞詩簡介― 

唐代は、辺塞詩という詩歌が隆盛しました。辺塞詩は、異国を舞台と

して描かれたものであり、詩人たちが異国の風景・風俗・文化をどの

ように捉えたかを知る格好の材料です。辺塞詩を通じて、唐代詩人の

異文化へのまなざしに触れてみましょう。 

国際文化学部教授 

川口 喜治 

 

受 講 料  1,500 円  定 員  60 名（定員になり次第、締切りますのでお早めにお申込みください。） 
受講方法  全講座の受講者には修了証を授与します。部分受講も可能です。 
申込方法  電話・はがき・FAX で、住所・氏名・電話番号を下記の申込先までお知らせください。 

            ◆申込・問合せ先◆ 
              〒742-8714 柳井市南町 1-10-2 柳井市教育委員会生涯学習課  
                           TEL 0820-22-2111  FAX 0820-23-7371 

締  切  平成 22 年 8 月 23 日（月） 
受講通知  講座開始前に各自にお知らせします 
問合せ先  山口県立大学附属地域共生センター 生涯学習部門  TEL・FAX 083-928-3495 

 
＜主催＞ 山口県立大学  ＜共催＞ 柳井市教育委員会 

日 時 

会 場 




